
【萩原さん】
私個人の考えは、八尾まちかど国際芸術祭として開催できればと考えています。

もちろん、"国際”と名乗ってしまうと、一般的にそのイメージは、瀬戸内などを連想させてしまい、手枷足枷になってしまうかもしれません。

しかしながら、八尾市には、たくさんの海外からの方が暮らしたり、働いたりとされています。
中国、韓国、北朝鮮、ベトナム、タイ、フィリピン、インドネシアなどまさにアジアを中心とした多民族が融合しています。

でも、もともと八尾に暮らしている日本人が、彼らの国のこと、文化のこと、芸術のこと、など、十分に知る機会も少なかったように思います。
内なる国際化もとても大切だと痛感しています。

もちろん、海外にも目を向けて、八尾出身で海外で活躍されている方のお力も借りたいと願っています。

私たちが取り組む芸術文化を活用し、広くその裾野を広げ、有機的なネットワークを構築する上で、海外を意識し、相互に理解し合えたら、もっと楽しく暮らしやすい地
域になって行くのではないでしょうか？

また、国際を意識することで、国内外で活躍する文化人やアーティストを招聘し、展示やパフォーマンスをしていただくことで、八尾市民にももっと質の高い芸術文化に触
れる機会を創出できるのではないかと考えるのです。

プリズムホールでは、舞台や本確定な音楽の鑑賞や絵画の鑑賞の機会を。
久宝寺緑地では、招聘した作家を中心とした国内外のアーティストの立体作品が。
同じく久宝寺緑地では、山本義則さんが主催する大規模な音楽フェスと大規模マルシェが。
そこには、八尾市出身のアーティストや俳優なども出演してもらいたいです。
心合寺山古墳では、劇団維新派などの前衛的な舞台芸術を。
そして、きんやおマルシェやシルキーホール、平井製作所、茶吉庵やおゆばなどでは、通常のまちかどライブクリエイションを発展させた市民の発表の場を。

まちかどギャラリー構想、シャッターアート構想、アートストリート構想など、やりたいことはたくさんあります。
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【髙安さん】
○名称について。
「国際芸術祭」という名前について、私はいまのところ慎重になっています。理由は、芸術祭を運営する体制が、現状私には見えないからです。

萩原さんのコメント→「国内外で活躍する文化人やアーティストを招聘し、展示やパフォーマンスをしていただくことで、八尾市民にももっと質の高い芸術文化に触れる機
会を創出できるのではないか」
私が名称について、最も懸念しているのはこの点ですね。

招聘する国内外のアーティストは、「国際芸術祭」という名前を聞くと、あるイメージが頭によぎるからです。芸術祭のキュレーターは誰か。芸術祭の理念を誰が描いており、
実行しているのか。具体的にいうと、コンセプトの明確さ、ギャランティーやホスピタリティー、広報含め、ここに参加することは自分にとって有益なのか、どうか。諸々の要求
が高くなるだろうと私は想像します。よけいなイメージが先行する可能性がある。

国際を意識して芸術祭を行うこと自体は、とても素晴らしいと思いますし、国内外のアーティストを招聘するのもいいと思います。大澤寅雄さんが企画されている芸術祭
「糸島芸農」みたいに、全面に出るタイトルは別、もいいかもしれません。

○ロードマップについて
これも芸術祭を開催するための事務局・組織体制が最も重要ですよね。そこはどういう構想でしょうか。
いま、ここが私にはよく分からないので、名称も含め、どんな意見をしたらいいのか正直迷います。

芸術祭を開催するには、理想的には、民間のアートマネージャーが、市文スポ事務局、幹事会と連携して調整してゆくのがよいと思います。萩原さんの構想を鑑みると、
数名で編成するチームがいいですね。

運営する組織体制を作るにあたり、プロポーザルで入札してもらうような公式な手続きが必要なのか、どうか。それを見据えて、NPO法人芸法（小國さんの団体）を想
定されているのか。または別のお考えがあるのか。例えば、幹事会が芸術祭の運営を担うと想定しており、メンバーとして、フリーランスのアートマネージャーを新たに加えた
い、とか。

次に、芸術祭を開催するにあたって、おおよその予算（市が用意する分と民間が助成申請など含めて外部資金を獲得する分の予想額）なども、私には現状わかりにく
い、みえていません。極端にいうと、0円からスタートするんや！というのでもいいんですが。

私自身、規模は小さいですけど演劇祭やイベントを開催する事務局にいたり、出演者として芸術祭に参加したりしているので、体制面についてどうお考えか、もう少し詳
しく知りたいです。それによって、意見が変わるように思います。

○内容について
「内なる国際化」はおもしろいなと思いました。

イノベーションを起こすのは、よそ者、若者、馬鹿者ってよく言いますけど、八尾の内なる国際化を促すのは、よそ者であるアーティスト、というのは想像しやすいですね。芸
術は、異なるもの同士をフワッと柔らかく繋ぐ力がある、と私自身は考えているためですが。

よそ者のアーティストからみた八尾の街の人や風景。それは八尾市民に新たな視点、刺激を与え、新旧住民間の新たな交流を生む芸術祭になるかもしれないなぁと思
いました。



【徳さん】
僕個人としては現段階では「国際」の表記にはまだ懐疑的ではあります。
萩原さんの提案する国際色をこれからどれだけ実現できるかが鍵にはなってくると思います。

現在、八尾駅でギャラリーを運営して思うのが、いわゆる外国人の方々は就労に来られている方がほとんどなので、大阪市内、東京や観光地で見かける外国人と違
い、芸術に興味を示してくださる人がほとんどいないと感じております。

それぞれの国のアートや文化。食を紹介したり、また八尾を目指して人、外国人が来るというような工夫なども必要かと思います。
ただ、2028後の記念事業継続として可能性がふくらむのであれば、将来を見据えた「国際」の表記はあってもいいのではないかと感じますが。。

芸術祭の方向性は賛同いたします。開催に向けては色々なアイデアを出したいと思いますので、国際の表記も現状見えないところもあるので、反対しているわけでは
ありません。このような意見交換も大切だと思いました。決まるのなら全力で協力はしますの皆でいいものを作っていきたいですね。
引き続きよろしくお願いいたします。

【平井さん】
「八尾まちかど芸術祭」か「八尾国際芸術祭」
どちらかにしたほうが、語呂的にはすっきりするのではないかと思います。


